『維摩経玄疏』訳注 ⑷ by 菅野 博史 & KANNO Hiroshi















































































































































































no. 909, p. 672, b5-8）を参照。































（X55, no. 909, p. 672, b21）を指す。
















































作黒色」（同前, p. 23, c2-15）を参照。『六十巻華厳経』巻第十、夜摩天宮菩薩説偈品、「心
如工画師画種種五陰　一切世界中　無法而不造　如心仏亦爾　如仏衆生然　心仏及
衆生　是三無差別」（T09, no. 278, p. 465, c26-29）を参照。
12 　『唯識論』の明かす所の如きなり　『大乗唯識論』、「於大乗中立三界唯有識。如経言、




弗言、無縁業不生、無縁思不生。有縁業生、有縁思生」（T08, no. 223, p. 347, a13-
15）を参照。






























已求者、甫当求者、彼求此已求無所得、是為菩薩建立智慧精進之行」（T15, no. 598, p. 
135, c22-27）を参照。
17 　『大品経』に云わく、「十二因縁は仏・天・人・修羅の作に非ず。性自ら爾るなり」   
『大智度論』巻第二、「如一道人問仏言、大徳。十二因縁仏作耶。他作耶。仏言、我
















































































文殊師利、従無住本、立一切法」（T14, no. 475, p. 547, c20-22）を参照。
26　三三昧　空三昧・無相三昧・無作三昧を指す。 






























観世間即是涅槃」（T25, no. 1509, p. 207, c17-19）を参照。
28 　空無住の本より、一切法を立つるなり　底本の「空無住本一切法也」を『維摩経』
と『三観義』によって、「空無住本立一切法也」と改める。前注 25 を参照。『三観義』
巻上、「空無住之本、立一切法也」（X55, no. 909, p. 673, a18-19）を参照。






































なお、『三観義』、「即無四作」（X55, no. 909, p. 673, b9）を参照。
32 　州　底本の「列」を、『再校維摩経玄義』の本文には「州」に作る。これに従う。
































者、名為涅槃。涅槃不生、故不可説。何以故。以修道得故」（T12, no. 375, p. 733, 
c9-18）を参照。
35 　「因縁を以ての故に、亦た説くことを得可し」　『大般涅槃経』巻第十九、光明
遍照高貴徳王菩薩品、「有因縁故、亦可得説」（同前 , p. 733, c11-12）を参照。
36 　中道に入り　底本の「中道」を『再校維摩経玄義』の頭注に「是下宋有入字」と
あり、これにしたがい、底本の「中道」を「入中道」に改める。




































（T09, no. 262, p. 39, b20-c15）を参照。


























no. 262, p. 39, b20-c15）を参照。
39 　此の経に云わく、「一念に一切法を知るは、即ち是れ道場に坐して、一切智を成
就するが故なり」　『維摩経』巻上、菩薩品、「一念知一切法是道場、成就一切智故」
（同前 , p. 543, a4-5）を参照。
40 　『大品経』に云わく、「菩薩有りて、初発心従り即ち道場に坐す」　『大品般若
経』巻第一、習応品、「仏告舍利弗、菩薩摩訶薩從初発意行六波羅蜜、乃至坐道場、





説。欲令衆生得清浄心、故如是説」（T25, no. 1509, p. 260, b17-22）を参照。なお、『摩
訶止観』巻第三上、「仏智照空如二乗所見、名一切智。仏智照仮如菩薩所見、名道種智。
仏智照空仮中皆見実相、名一切種智。故言、三智一心中得。故知一心三止所成三眼
見不思議三諦」（T46, no. 1911, p. 26, b10-14）を参照。

































no. 1509, p. 190, a20-24）を参照。
43 　『大智論』の偈に云うが如し、「若し如法に観ぜば、仏と般若と涅槃とは、是れ
三にして則ち一相なり。其の実は、異なること有ること無し」　『大智度論』巻第








為衆生故名入涅槃、如世伊字。」（T12, no. 375, p. 616, b8-17）を参照。































諸子為求牛車、出於火宅」（T09, no. 262, p. 13, b24-29）を参照。



























































虫道偶得成字」（T12, no. 375, p. 618, b1-6）を参照。



































出息、念死」(T25, no. 1509, p. 218, c21-22）を参照。
52 　十想　『大智度論』巻第二十三、「無常想、苦想、無我想、食不浄想、一切世間
不可楽想、死想、不浄想、断想、離欲想、尽想」（同前 , p. 229, a7-8）を参照。
53 　八背捨　八解脱ともいう。「背捨」は、貪著の心に背き捨てること。『次第禅門』




54 　 八勝処　 勝知勝見を生ずる依り所なので、勝処という。欲界の色処を観じて、












no. 1719, p. 168, b19-20）を参照。
59　暖　煖に通じる。四善根（煖・頂・忍・世第一法）の第一。






































外方索三車。今何得十法成乗従界內而出」（X55, no. 909, p. 676, a17-20）とある。







































智、苦智、集智、滅智、道智、尽智、無生智、如実智」（T08, no. 223, p. 219, a13-
15）を参照。

























































若入此室、但聞仏功徳之香，不楽聞声聞、辟支仏功徳香也」（T14, no. 475, p. 548, 
a22-27）を参照。
67 　三　底本の「二」を文意と『三観義』によって「三」に改める。『三観義』巻下、「当




訶衍無二無別」（T08, no. 223, p. 267, a8-10）を参照。
69 　『涅槃経』に云わく、「一切衆生は皆な是れ大乗なり」　『南本涅槃経』巻第
二十三、光明遍照高貴徳王菩薩品、「菩薩了知一切衆生皆帰一道。一道者、謂大乗也」
（T12, no. 375, p. 759, b15-16）を参照。





















































































波羅蜜」（T46, no. 1929, p. 762, a25-26）とあり、意味が取りやすい。
72 　「諸度法の等侶」　『維摩経』巻中、仏道品、「諸度法等侶　四摂為伎女　歌詠
誦法言　以此為音楽」（T14, no. 475, p. 549, c8-9）を参照。
73　槃　底本の「般」を『再校維摩経玄義』には「槃」に作る。これに従う。



























no. 1509, p. 86, a17-20）を参照。
75　『法華経』に説くが如し　『法華経』法師功徳品に六根清浄の功徳を明らかにする。



























力荘厳　以此度衆生」（T09, no. 262, p. 8, a23-25）を参照。
77 　『大品経』に云わく、「是の乗は三界の中従り出でて、薩婆若の中に到りて住す。
是の乗は動ぜず出でず」　『大品般若経』巻第六、出到品、「是乗従三界中出、至
薩婆若中住。以不二法故」（T08, no. 223, p. 259, c18-19）、同巻第七、無生品、「於
世間中不動不出、是名世間檀那波羅蜜。……於世間中能動能出、是故名出世間檀那
波羅蜜」（同前 , p. 272, b18-29）を参照。
78 　『法華経』に云わく、「此の宝乗に乗じて、四方に遊び、嬉戯快楽して、直ちに道
場に至る」　『法華経』譬喩品、「乗此宝乗　直至道場」（T09, no. 262, p. 15, a13-
14）、同、「諸子是時　歓喜踊躍　乗是宝車　遊於四方　嬉戯快楽　自在無礙」（同前 , 
p. 14, c17-19）を参照。











































子中、是名住不思議解脱法門」（T14, no. 475, p. 546, b25-29）を参照。































「即表中道第一義諦観相応種智」（X55, no. 909, p. 683, b14）を参照。なお、「種」に、
「種古作修」という校異がある。



























「不思議解脱品、即是第三観種智之果住於正道」（X55, no. 909, p. 683, b17-18）を参照。
84　種　底本の「修」を、文意と『三観義』によって「種」に改める。前注 82 を参照。
